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県
商
工
会
連
合
会（
石
澤
義
文
会
長
）は
三
月
二
十
八
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
臨
時
総
会
」

を
開
催
し
た
。
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
、
原
点
に
立
ち
返
り
商
工
会
の
使
命
を
達
成
す

る
た
め
、
新
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
を
決
定
し
た
。

県
商
工
会
連
合
会「
臨
時
総
会
」を
開
催

２　平成 24 年度　県連合会事業計画
３　青年部・女性部連合会 50 周年事業、

小さな企業未来会議他
４　青年部研修会、元気事業事例発表会、

全国展開事業報告
５　月刊商工会
６　県制度融資の見直し
７　人事異動
８　健康保険の変更、起業未来塾、各地

のイベント５月

商工
春
秋
今
年
は
夏
に
ロ

ン
ド
ン
五
輪
が

開
催
さ
れ
る
が
、最
近
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
商
戦
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
聞
く
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

臨
場
感
を
味
わ
え
る
３
Ｄ
テ
レ
ビ
、

日
本
人
選
手
が
活
躍
し
そ
う
な
種

目
を
狙
っ
た
観
戦
ツ
ア
ー
、
ま
た

代
表
選
手
公
式
ウ
エ
ア
の
レ
プ
リ

カ
商
品
等
が
多
く
見
ら
れ
、「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
が
消

費
者
の
購
買
意
欲
を
高
め
て
い
る

▼
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
着
用
す
る
ウ

エ
ア
等
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
そ
の
企

業
の
広
告
代
わ
り
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
昨
年
よ
り
某
日
本
人
選
手

に
ウ
エ
ア
を
提
供
し
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
業
界
を
激
震
さ
せ
た
低
価
格

の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
が
、
東

京
・
銀
座
に
初
出
店
し
た
と
話
題

に
な
っ
た
。
銀
座
と
い
え
ば
高
級

店
が
多
く
並
ぶ
繁
華
街
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
低
価
格
で
有

名
な
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
で
、

銀
座
の
イ
メ
ー
ジ
や
客
層
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
▼
銀
座
は
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
の
き
っ
か
け
と
し
て
も
非

常
に
重
要
な
場
所
の
よ
う
で
、
今

後
も
意
外
と
思
わ
れ
る
企
業
が

続
々
と
銀
座
に
進
出
し
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
▼
売
れ
る
商
品
を
生

み
出
す
た
め
に
は
、
商
品
力
や
環

境
力
も
必
要
だ
が
、
特
別
感
や
意

外
性
を
持
っ
た
広
告
力
が
欠
か
せ

な
い
で
あ
ろ
う
。
テ
レ
ビ
で
流
れ

る
面
白
い
Ｃ
Ｍ
や
意
外
性
の
あ
る

話
題
に
は
今
後
も
注
目
し
て
い
き

た
い
も
の
だ
。

　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、
石
澤
会
長
は

「
昨
年
の
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
、

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
商
工

会
地
域
が
被
災
し
た
。
商
工
会
で
は

未
曾
有
の
大
被
害
に
対
し
て
組
織
を

挙
げ
て
支
援
を
す
べ
く
、
全
国
で
義

援
金
を
募
っ
た
。
本
県
に
お
い
て
も

二
千
万
円
以
上
の
義
援
金
と
な
り
、

全
国
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
義
援
金
は
、
ほ
ぼ
十
億
円
で
、
被

災
地
に
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
く
、「
絆
」
を
感

じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
真
の
復
興

に
向
け
て
の
道
の
り
は
、
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
あ
り
、
引
き
続
き
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。 

　

ま
た
、
我
が
国
経
済
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
深
刻
な
打
撃
を
受

け
、
さ
ら
に
円
高
の
進
行
や
原
発
事

故
に
伴
う
不
安
な
ど
か
ら
、
電
力
不

足
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
先
行
き
不
透

明
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
、
復
興
需
要
も

期
待
さ
れ
る
が
、
世
界
経
済
の
減
速

等
も
影
響
し
、
産
業
経
済
の
活
力
低

下
と
地
域
力
の
減
退
が
ま
す
ま
す
危

惧
さ
れ
る
。
商
工
会
と
し
て
は
、
組

織
再
編
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
組
織
・

機
能
を
効
果
的
に
活
用
し
、
地
域
経

済
の
蘇
生
と
健
全
な
地
域
社
会
の
維

持
の
た
め
の
諸
活
動
を
強
力
に
展
開

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
」
と
挨
拶

し
た
。

　

こ
の
後
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
や
収
支

予
算
な
ど
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
し
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
で
は
①
安
定
的
な
組
織
基
盤
の
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
②
経

済
危
機
克
服
に
向
け
た
中
小
・
小
規

模
企
業
へ
の
支
援
強
化
③
地
域
活
力

の
維
持
活
動
の
推
進
④
商
工
会
の
組

織
強
化
に
向
け
た
支
援
の
重
点
事
項

を
決
定
し
た
。

　

全
て
の
議
事
終
了
後
に
、
来
賓
の

荒
木
商
工
労
働
部
長
よ
り
祝
辞
を
頂

い
た
。
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三
月
二
十
八
日
開
催
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
「
平
成
二
十
四
年
度
事
業

計
画
」
が
決
定
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
全
国
統
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
商
工
会
は
行
き
ま
す
　

聞
き
ま
す
　
提
案
し
ま
す
」
を
掲
げ
、
会
員
等
か
ら
一
段
と
信
頼
さ
れ
る

商
工
会
へ
と
変
革
を
期
し
、
左
記
の
重
点
事
項
に
取
組
む
こ
と
と
し
た
。

【
安
定
的
な
組
織
基
盤
の
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
～
徹
底
し
た
巡
回
訪
問
に

よ
る
ニ
ー
ズ
把
握
を
～
】

　

商
工
会
組
織
強
化
活
動
推
進
本
部

の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
商
工
会
及

び
職
員
個
々
の
達
成
目
標
の
進
行
管

理
を
適
切
に
実
施
し
、
①
会
員
事
業

所
へ
の
巡
回
指
導
・
訪
問
の
徹
底
と

積
極
的
に
課
題
解
決
等
の
提
案
を
行

う
こ
と
②
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
や

商
工
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
未
加
入
事
業
所
へ
の
訪

問
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
会
員
増

強
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
こ
と
③

自
主
財
源
の
強
化
を
図
る
た
め
、
各

種
共
済
制
度
に
つ
い
て
の
加
入
促
進

を
推
進
す
る
こ
と
、
以
上
三
点
を
重

点
事
業
と
し
て
県
下
商
工
会
組
織
を

あ
げ
て
強
力
に
取
り
組
む
。

【
経
済
危
機
克
服
に
向
け
た

中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
支

援
強
化
～
き
め
細
や
か
な
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
～
】

　

商
工
会
が
行
う
金
融
・
経
営
に

関
す
る
支
援
活
動
の
真
価
が
問
わ

れ
る
時
期
に
直
面
し
て
い
る
た
め
、

巡
回
訪
問
等
を
通
じ
て
中
小
・
小

規
模
企
業
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
、
各
産
業
支
援
機
関
と

の
連
携
の
も
と
、
制
度
融
資
や
緊

急
保
証
制
度
等
の
金
融
支
援
措
置

や
、「
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
事
業
」
の
専
門
家
派
遣
制

度
等
の
諸
施
策
の
有
効
活
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、「
中
小
企
業
の

会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
」
の
普

及
を
図
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

【
地
域
活
力
の
維
持
活
動
の

推
進
～
地
域
組
織
の
先
頭

に
立
つ
地
域
活
動
の
展
開

を
～
】

　

商
工
会
が
地
域
組
織
の
先
頭
に
立

ち
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
高
齢
者
等

地
域
住
民
の
生
活
不
便
の
解
消
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動
を
推
進
す

る
。
特
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

担
う
商
店
街
等
の
活
性
化
支
援
、
地

域
産
業
資
源
な
ど
を
活
用
し
た
地
域

産
業
お
こ
し
や
観
光
関
連
産
業
の
振

興
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
企
画
・
発
掘
な
ど
を
積
極
的
に

推
進
し
、
地
域
経
済
の
蘇
生
と
健
全

な
地
域
社
会
の
維
持
に
寄
与
し
て
い

く
こ
と
。

【
商
工
会
の
組
織
強
化
に
向

け
た
支
援
～
会
員
の
信
頼

に
応
え
得
る
組
織
づ
く
り

を
～
】

　

商
工
会
合
併
が
目
指
し
た
、
①
経

営
支
援
機
能
の
強
化
②
組
織
基
盤
の

強
化
③
財
政
基
盤
の
強
化
の
三
つ
の

目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
商
工
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
す
る
。
特
に
、
商

工
会
の
広
域
化
に
伴
い
、
組
織
の
一

体
感
の
醸
成
と
地
域
実
態
に
即
し
た

き
め
細
や
か
な
事
業
展
開
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
織

の
連
携
の
強
化
に
よ
る
統
一
的
な
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
や
、
地
域
・
地

区
毎
の
活
性
化
の
た
め
の
創
意
工
夫

を
こ
ら
し
た
事
業
の
実
施
な
ど
を
支

援
す
る
。

新
規
・
拡
充

【
中
小
・
小
規
模
企
業
の
海

外
へ
の
販
路
開
拓
支
援
、

省
エ
ネ
診
断
の
さ
ら
な
る

推
進
】

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
中
小
・

小
規
模
企
業
の
海
外
販
路
開
拓
支
援

を
強
化
す
る
。
中
小
・
小
規
模
事
業

者
が
海
外
に
販
路
を
開
拓
す
る
際
に

は
、
語
学
、
商
習
慣
等
課
題
が
山
積

し
て
い
る
が
、
海
外
取
引
に
精
通
し

て
い
る
専
門
家
を
、
中
小
企
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
活
用
し
て
、
企
業

へ
派
遣
す
る
こ
と
や
、
セ
ミ
ナ
ー
等

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
そ
の
解
決
を

図
る
。

　

一
方
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
省
エ
ネ
診
断
事
業
」
は

四
年
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
入
善

町
・
高
岡
市
商
工
会
に
専
門
の
指
導

員
を
配
置
し
て
き
た
が
、
本
年
か
ら

は
入
善
町
か
ら
富
山
市
北
商
工
会
水

橋
支
所
に
配
置
換
え
を
す
る
。

　

ま
た
、
他
機
関
の
支
援
先
で
商
工

会
員
で
あ
る
企
業
団
地
に
立
地
す
る

も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
診
断
を
強
化

す
る
。

多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp
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四
商
工
会
が
商
店

街
活
性
化
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
取
組
む

　
平
成
二
十
四
年
度
県
の
商
業
活

性
化
施
策
の
な
か
の
新
規
事
業「
商

店
街
活
性
化
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に

高
岡
市
商
工
会
を
始
め
と
し
た
四

商
工
会
が
取
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　県商工会青年部連合会（林紀孝会長）と県商工会女性部連合
会（夏野麗子会長）は、三月六日に県中小企業研修センターに
おいて、それぞれの正副会長で構成する五十周年記念事業準備
委員会を開催し、記念式典の日程、委員会の組織作り、記念誌
の内容等について検討した。

　
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁

は
三
月
三
日
、
経
済
産
業
省

本
館
地
下
二
階
講
堂
に
お
い

て
小
さ
な
企
業
未
来
会
議「
第

一
回
総
会
」
を
開
催
し
た
。

な
お
、
本
会
議
に
石
澤
会
長
、

宮
窪
全
青
連
会
長
が
コ
ア
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

　

各
商
工
会
で
は
、
商
店
街
活
性

化
を
目
的
に
、
新
規
に
職
員
を
採

用
し
、
各
商
店
街
の
特
性
に
あ
っ

た
販
路
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
地

元
の
ス
ー
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
地
域
で
の
販

路
拡
大
や
、
商
店
街
の
名
物
と
な

る
新
商
品
を
開
発
す
る
新
商
品
開

発
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
へ
の
新

規
出
店
を
促
す
、
空
き
店
舗
対
策

を
通
し
て
、
商
店
街
機
能
の
向
上

を
図
る
。
ま
た
、
県
外
で
活
躍
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
仕
掛
け
人
を
招

聘
し
、
既
存
イ
ベ
ン
ト
を
見
直
す

こ
と
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
来
た
人
な

ど
の
来
街
者
の
案
内
や
店
舗
を
紹

介
し
、
店
舗
ま
で
誘
導
す
る
「
お

も
て
な
し
ガ
イ
ド
」
を
配
置
し
、

商
店
街
の
来
街
者
の
向
上
を
目
指

し
た
、
イ
ベ
ン
ト
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
事
業
に
取
組
む
。

　

昭
和
三
十
八
年
に
県
商
工
会
青

年
部
並
び
に
女
性
部
連
合
会
が
結

成
さ
れ
、
本
年
で
五
十
周
年
を
迎

え
る
。
準
備
委
員
会
で
は
こ
れ
ま

で
の
記
念
式
典
や
記
念
事
業
の
内

容
を
参
考
に
、
大
き
な
節
目
と
な

る
五
十
周
年
に
ど
の
よ
う
な
事
業

を
す
べ
き
か
議
論
を
重
ね
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
我
が
国
企
業
の
九
割
以

上
を
占
め
、
製
造
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
、
全
国
津
々
浦
々
に
わ
た
り
我
が

国
経
済
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
企
業
が

内
需
減
少
、
新
興
国
と
の
競
争
、
震
災
・

円
高
な
ど
、
厳
し
い
環
境
の
中
で
如
何
に
、

そ
の
潜
在
力
・
底
力
を
発
揮
し
、
も
う
一

度
元
気
に
な
る
こ
と
を
国
民
的
課
題
と
し

て
お
り
、
次
代
を
担
う
青
年
層
や
女
性
層

の
中
小
企
業
経
営
者
を

中
心
に
幅
広
い
主
体
の

参
加
の
下
に
「
日
本
の

未
来
〝
応
援
会
議
〟」

を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

の
中
小
企
業
施
策
を
真

摯
に
見
直
し
、
中
小
・

小
規
模
企
業
の
経
営

力
・
活
力
の
向
上
に
向

け
た
課
題
と
今
後
の
施

策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

討
議
し
、
実
行
す
る
。

　

ま
た
、
全
国
の
主
要

な
地
域
で
地
方
会
議
や

車
座
会
合
の
開
催
す
る

予
定
で
、
県
内
で
は
四

月
九
日
に
高
岡
市
で
地

方
会
議
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

　

四
月
に
は
各
連
合
会
の
監
事

を
委
員
に
加
え
、
準
備
委
員
会

を
実
行
委
員
会
に
格
上
げ
す
る

と
と
も
に
、
各
商
工
会
の
部
長

で
編
成
す
る
三
つ
の
委
員
会
を

組
織
し
、
記
念
式
典
等
の
事
業

内
容
を
詰
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

〝
日
本
の
未
来
〟

応
援
会
議

小
さ
な
企
業
未
来
会
議
開
催
さ
れ
る

意見を述べる宮窪全青連会長

事業内容について検討する委員

小
さ
な
企
業
が
日
本
を
変
え
る
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平
成
二
十
三
年
度 

地
域
力
活
用
新
事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
平
成
二
十
三
年
度
、
県
下
の
四
商
工
会
・
県
連
合
会
が
実
施
し
た
「
地
域

力
活
用
新
事
業
∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
中
小
企
業
庁
補
助
事
業
）」
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◉
「
き
ら
ら
か
梨
」
ブ
ラ
ン
ド
構
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
本
体
事
業
・
二
年

目
／
射
水
市
商
工
会
）

　

き
ら
ら
か
梨
を
利
用
し
た
新
商

品
開
発
や
販
路
開
拓
に
取
り
組
み
、

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た「
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」

に
二
年
連
続
で
参
加
す
る
な
ど
県

内
外
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

積
極
的
に
実
施
。

◉
山
岳
温
泉
エ
コ
リ
ゾ
ー
ト
博

二
〇
一
一
（
お
も
て
な
し
事
業
・
二

年
目
／
宇
奈
月
町
商
工
会
）

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品

や
観
光
資
源
等
を
束
ね
て
一
定
期

間
集
中
的
に
新
た
な
集
客
型
事
業

等
を
行
う
「
お
も
て
な
し
事
業
」
を

継
続
実
施
（
二
年
目
）。
特
に
冬
場

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
他
団
体
と
協
調

Ｐ
Ｒ
活
動
等
が
具
体
化
、
冬
の
花
火

と
併
せ
て
週
末
毎
に
何
か
催
事
が

開
催
さ
れ
、
予
想
以
上
に
冬
場
の
宿

泊
者
増
加
が
見
ら
れ
た
。

◉
エ
コ
ツ
ア
ー
と
食
談
議
に
よ
る

体
験
交
流
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事

業
（
お
も
て
な
し
事
業
・
二
年
目
／

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
）

　

二
年
目
の
本
年
は
、
昨
年
実
施
し

た
食
談
議
を
通
じ
た
食
の
魅
力
の

再
構
築
と
、
ま
ち
な
か
探
検
隊
や
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
体
験
交

流
型
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
中
心
に
事
業
を
実

施
。

◉
世
界
遺
産
と
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー

ン
に
繋
が
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
調

査
研
究
事
業
（
調
査
研
究
事
業
／
南

砺
市
商
工
会
）

　

五
箇
山
で
の
滞
在
時
間
の
増
加
、

着
地
型
観
光
の
実
現
を
目
指
し
、
世

界
遺
産
周
辺
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー

ン
に
埋
も
れ
て
い
る
観
光
資
源
等

を
発
掘
・
再
評
価
し
て
活
用
す
る
た

め
、調
査
研
究
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

◉
買
物
困
難
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
創
出
（
調
査
研
究
事
業
／
富
山
県

商
工
会
連
合
会
）

　

二
十
三
年
度
よ
り
全
国
展
開
支

援
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
の

課
題
解
決
に
資
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
に
つ
い
て
、
富

山
市
南
商
工
会
と
連
携
し
、
富
山
市

大
山
地
区
を
モ
デ
ル
に
買
物
難
民

の
実
態
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
。

　
県
商
工
青
年
部
連
合
会
（
林
紀

孝
会
長
）
と
県
商
工
会
女
性
部
連

合
会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
は
、
三

月
二
十
三
日
、
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
元
気
な
商
工

会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
事
例
発

表
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
提
案
公
募

事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
元
気

な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
」
の
取
組
み
内
容
に
つ
い
て

発
表
を
行
う
も
の
で
、
今
年
度

は
五
つ
の
青
年
部
と
一
つ
の
女

性
部
が
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た

発
表
終
了
後
に
、
県
商
工
労
働

部
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
長 

杉
田

和
樹
氏
よ
り
講
評
を
頂
い
た
。

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が

「
経
営
資
質
向
上
研
修
会
」を
開
催

　
富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
林
紀
孝
会
長
）
は
、
三
月
二
十
三
日
、

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
経
営
資
質
向
上
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
青
年
経
営
者
と

し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が
青

年
部
員
の
経
営
革
新
の
認
定
増
加
を

目
標
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
施
し

た
も
の
で
、
今
回
の
研
修
会
は
二
部

構
成
で
開
催
、
第
一
部
で
は
山
形
県

の
寒
河
江
市
商
工
会
青
年
部
部
長 

木

村
洋
祐
氏
よ
り
「
必
要
と
さ
れ
る
商

工
会
青
年
部
へ
～
地
域
を
想
い
、
私

達
が
創
る
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

第
二
部
で
は
ク
エ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
株

式
会
社 

伊
東
寛
記
氏
よ
り
「
若
手
経

営
者
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
経
営
術
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
を
頂
い
た
。

　

木
村
氏
か
ら
は
、
部
員
加
入
に
関

す
る
苦
労
話
や
、
青
年
部
活
動
の
成

果
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
「
大
変
に
参
考
に
な
っ
た
」
と

の
感
想
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
伊
東
氏
か
ら
は
、「
こ
れ

か
ら
の
経
営
者
は
Ｉ
Ｔ
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
活
用

し
た
分
だ
け
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
し
た
。

　

な
お
、
県
青
年
部
連
合
会
は
、
平

成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、「
強

い
経
営
者
」
を
目
指
し
た
研
修
会
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の

研
修
会
を
通
し
て
、
青
年
経
営
者
の

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
重
点
課

題
に
し
て
い
る
。

事
例
発
表
会
を
開
催

木村洋祐氏

伊東寛記氏

朝日町の発表
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
毎
月
発
刊

す
る
、
地
域
を
結
ぶ
総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工

会
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を
抜
粋
し
ま
し
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
も
の
づ
く
り
百
景

　

神
奈
川
県
の
斉
藤
樹
脂
工
業
（
斉

藤
敬
訓
社
長
）
は
、
創
業
以
来
、
樹

脂
の
機
械
加
工
一
筋
。

　

斉
藤
社
長
は
い
す
ず
自
動
車
の

下
請
け
企
業
に
勤
務
し
て
い
た
が
、

二
六
歳
の
時
に
退
職
し
、
一
九
六
八

年
に
斉
藤
樹
脂
製
作
所
を
立
ち
上
げ

た
。
単
な
る
成
形
加
工
で
は
将
来
性

は
乏
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
時
代
に
培
っ
た
機
械
加
工

で
付
加
価
値
の
高
い
樹
脂
の
機
械
加

工
分
野
に
特
化
し
た
企
業
運
営
を
目

指
し
た
。

　

売
上
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
当
時
を

除
き
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
近

年
は
受
注
量
も
増
え
て
お
り
、
本
社

の
近
隣
に
第
四
工
場
を
建
設
し
、
対

応
し
て
い
る
状
況
。
し
か
し
、
国
内

生
産
だ
け
で
は
も
の
づ
く
り
は
厳
し

い
と
の
見
方
か
ら
、
将
来
性
の
高
い

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
進
出
を
計
画

し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
業
績
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

　

岐
阜
県
下
呂
市
商
工
会
は
Ｊ
Ｒ
東

海
が
無
人
化
の
方
針
を
示
し
て
い
た

高
山
線
の
飛
騨
萩
原
駅
と
飛
騨
金
山

駅
に
、
商
工
会
な
ど
の
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
で
、
無
人
化
が
回
避
さ
れ

る
見
通
し
と
な
っ
た
。

　

商
工
会
は
飛
騨
萩
原
駅
周
辺
に
は

行
政
機
関
や
益
田
清
風
高
校
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
利
便
性
や
教
育
環
境
の

悪
化
、
観
光
地
と
し
て
の
悪
影
響
を

懸
念
し
、
職
員
の
配
置
に
踏
み
切
っ

た
。

　

専
従
職
員
は
従
来
通
り
乗
車
券
や

特
急
券
、
定
期
券
な
ど
を
販
売
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

群
馬
県
藤
岡
市
鬼
石
商
工
会
と
青

年
部
は
、
地
域
の
魅
力
や
夏
祭
り
を

発
信
し
よ
う
と
「
ま
ち
映
画
」
を
製
作

し
、
ま
ち
お
こ
し
に
役
立
て
て
い
る
。

　

商
工
会
、
特
に
青
年
部
を
中
心
に

映
画
製
作
の
企
画
か
ら
出
演
者
の
募

集
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
開
催
、
演

技
と
太
鼓
の
練
習
合
宿
、
撮
影
本
番
、

映
画
完
成
と
一
連
の
制
作
過
程
に
お

い
て
全
て
裏
方
に
徹
し
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
で
は
「
た
く
さ
ん
苦
労
も

あ
っ
た
が
、
一
つ
の
作
品
と
な
っ
て

上
映
さ
れ
た
こ
と
に
達
成
感
を
覚
え

た
」
と
喜
ん
で
い
る
。

こ
こ
に
し
か
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

地
域
企
業
と
連
携
し
て

　

   

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

健
康
志
向
の
高
ま
り
を
受
け
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
が
増
え

て
き
て
い
る
。

　

武
蔵
村
山
市
商
工
会
は
平
成
一
六

年
か
ら
、
地
域
の
鉄
道
会
社
な
ど
と

連
携
し
て
、
大
規
模
な
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
毎

年
十
月
に
開
催
し
て
お
り
、
市
内
外

か
ら
二
千
人
前
後
の
参
加
者
が
集
ま

る
大
型
企
画
で
、
地
域
の
名
物
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
秋
空

の
下
、
名
所
旧
跡
や
社
寺
な
ど
地
域

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
。
道
中
に

は
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
よ
う
工
夫
が
施
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
参
加
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
背
景
に

は
、
十
六
年
度
に
実
施
し
た
一
店
逸

品
運
動
が
あ
る
。
地
域
の
商
業
資

源
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う

と
、
一
店
逸
品
事
業
と
地
域
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
の
が
始
ま

り
。
西
武
鉄
道
、多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
な
ど
か
ら
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
、
西

武
信
用
金
庫
の
地
域
活
性
化
資
金
な

ど
を
活
用
し
て
実
施
し
て
き
た
。

行
動
す
る
青
年
部
・
女
性
部

　

徳
島
県
由
岐
商
工
会
女
性
部
は
、

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
た
「
由
岐
伊

勢
エ
ビ
ま
つ
り
」
を
「
商
売
人
の
発

想
」「
女
性
の
立
場
」で
の
観
点
か
ら
、

そ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
を

町
役
場
か
ら
商
工
会
に
移
行
し
多
彩

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
町
を
訪
問
す
る
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
か
た
ち
で
、

伊
勢
エ
ビ
の
創
作
料
理
を
作
る
こ
と

と
し
た
。
そ
れ
ま
で
伊
勢
エ
ビ
は
、

お
刺
身
、
焼
き
物
、
味
噌
汁
が
定
番

で
、
高
級
で
取
り
扱
い
が
難
し
い
と

言
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
ど
こ
で
で

も
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
定
番
料
理
以
外
の
メ

ニ
ュ
ー
を
統
一
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
開

発
し
て
、
宿
泊
関
連
の
事
業
所
で
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
伊

勢
エ
ビ
の
炊
き
込
み
ご
飯
や
エ
ビ
チ

リ
な
ど
斬
新
な
メ
ニ
ュ
ー
が
開
発
さ

れ
、
評
判
が
よ
い
。

　
「
地
域
を
見
つ
め
な
が
ら
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
い
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
。」
一
人
ひ
と
り
の
力
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
工
会

女
性
部
と
し
て
目
標
を
掲
げ
、
お
互

い
を
理
解
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
地

域
に
貢
献
し
、
活
性
化
に
取
組
ん

で
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　広域指導課
（TEL076-441-2716）
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経済変動対策緊急融資の取扱期間延長
○趣旨
　中小企業者を取り巻く厳しい経済情勢を踏まえ、平成 20 年 10 月 31 日から拡充実施した本資金について、取扱期間を延長するもの。（取扱期間：平成 25 年３月
31 日まで）
○概要

融 資 対 象

①最近３ヶ月の平均売上高または平均販売数量が前年同期比△５％以上
②原油等の原価依存率が 20％以上、かつ、仕入価格上昇率が前年同期比 +20％以上、かつ売上高に占める最近３ヶ月の原油等の平均仕入価格の割

合が前年を上回っていること
③東日本大震災の発生後、原則として最近１か月間の売上高等が前年同月比△ 20％以上、かつ、その後２か月間を含む３か月間の売上高等が前年同

期比△ 20％以上見込み
＜円高対策枠＞
　円高による輸出の減少等の直接的な影響や、円高を背景とした販売実績や取引先からの受注の減少等の間接的な影響により、最近１ヶ月の売上高
または販売数量が前年同月比△３％以上、かつ、その後２ヶ月を含む３ヶ月の売上高等が前年同期比△３％以上見込み

資 金 使 途 運転資金（円高対策枠は設備資金・運転資金） 融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間１年以内）
運転５年以内（うち据置期間１年以内）

融資限度額 地域産業対策枠を含み 8,000 万円（円高対策枠は１億円） 新規融資枠 280 億円
融 資 利 率 1.45％以内（円高対策枠は 1.30％以内） 予　算　額 70 億円

※平成 24 年 3 月 23 日現在の要件です。セーフティネット保証 5 号の要件が改正された場合、4 月以降本資金の要件を見直すことがあります。

緊急経営改善資金（借換資金）の取扱期間延長及び融資枠拡大
○趣旨
　既往債務の返済が過大な負担となっている中小企業者の資金繰り円滑化のため、本資金の取扱期間を延長するとともに、融資枠を拡大するもの。（取扱期間：平成 25
年３月 31 日まで）
○概要

融 資 対 象 最近３ヶ月の売上高が過去３年間のいずれかの年の同期と比べて△５％以上

資 金 使 途 ・県制度のほか、金融機関の保証付き既往債務の借換え 
・借換時に、借換と同額（上限 1,000 万円）までの新規運転資金

融資限度額 一般枠　8,000 万円　小口枠　1,000 万円
融 資 利 率 1.90％以内 新規融資枠 100 億円（一般枠 90 億円、小口枠 10 億円）
融 資 期 間 10 年以内（うち据置期間１年以内） 予　算　額 24.17 億円

新成長産業育成支援資金の創設
○趣旨
　新たな成長産業への参入や新技術開発を目的とした設備投資を支援するため、金利を最も優遇した新成長産業育成支援資金を創設するもの。
○概要

融 資 対 象

次のいずれかの事業を営む中小企業者で、当該事業に必要な資金または産学官連携により当該事業に係る新技術・新製品の研究開発等に必要な資金 
①再生可能エネルギー・資源有効活用に係る装置・部品等の製造業 
②医療・介護・健康関連分野の製造業 
③富山湾の海洋深層水を活用した製品の製造業 
④先端ものづくり分野（航空機、ロボット、次世代自動車、最先端ＩＴ）に係る装置・部品等の製造業

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間１年以内）
運転５年以内（うち据置期間１年以内）

融資限度額 １億円（うち運転資金 1,000 万円） 新規融資枠 20 億円
融 資 利 率 1.30％以内 予　算　額 ８億円

創業支援資金（創業者枠）の拡充
○趣旨
　リーマン・ショック以降、新規創業事業所数が大きく減少していることから、創業時のネックである資金繰り対策を拡充し、販路開拓等事業が軌道に乗るまでの期間
の資金繰り支援を強化するもの。
○概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜従来の要件＞

融 資 対 象 ①創業予定者 
②創業後２年以内の中小企業者

①創業予定者 
②創業後１年未満の中小企業者

資 金 使 途 設備資金・運転資金
融資限度額 3,000 万円（創業予定者 2,500 万円）
融 資 利 率 1.45％以内 1.65％以内
融 資 期 間 設備７年以内（うち据置期間１年以内）　　運転５年以内（うち据置期間１年以内）
新規融資枠 22 億円 予　算　額 8.8 億円

新事業展開支援資金（ブランド力向上支援枠）の創設
○趣旨
　「明日のとやまブランド」として認定された優れた県産品をはじめ、今後成長が期待できる商品等の魅力や販売力を高め、富山県を代表する県産品の創出を支援するた
め、金融面での支援を強化するもの。
○概要

融 資 対 象

①地域産業資源活用事業計画、農商工等連携事業計画に係る事業または左記事業に係る国の補助金・とやま新事業創造基金の補助金の交付決定を受
けたもの

②「明日のとやまブランド」育成対象に選定された事業者
③富山県トライアル発注制度の認定を受けた事業者（認定の日から３年以内）
④富山プロダクツに選定された事業者（選定の日から５年以内）

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間１年以内）
運転５年以内（うち据置期間１年以内）

融資限度額 7,000 万円（うち運転資金 1,000 万円） 新規融資枠 4 億円
融 資 利 率 1.50％以内 予　算　額 1.6 億円

創業支援資金、新事業展開支援資金の融資利率引下げ
創業支援資金の融資利率を 1.65％以内→ 1.45％以内へ、新事業展開支援資金の融資利率を 1.65％以内→ 1.50％以内へそれぞれ引下げます。

設備投資促進資金の金利引下げ措置の延長
○趣旨
　厳しい経済情勢の中、設備投資を誘引し県内経済を活性化させるため、平成20年10月から実施した融資利率の引下げ措置を延長するもの。（平成25年３月31日まで）
○概要

融 資 対 象 機械設備、事業用車両等の導入 建物（土地）の取得
融資限度額 5,000 万円 １億円
融 資 期 間 ７年以内（うち据置期間１年以内） 10 年以内（うち据置期間１年以内）
融 資 利 率 【優遇措置】1.90％以内　　　　【本則】2.10％以内
新規融資枠 45 億円 予　算　額 15 億円

平成24年度中小企業向け県制度融資の見直しについて
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

人 事 異 動

平成２3年３月３１日付

人 事 異 動
平成２3年4月１日付

＜ 出  向 ＞

朝日町商工会

経営指導員（昇任）

富山市南商工会

主任経営指導員

補助員

富山市八尾山田商工会 

事務局長

経営指導員

富山市北商工会 

記帳専任職員

射水市商工会 

経営指導員

経営指導員（昇任）

補助員

記帳専任職員

高岡市商工会 

主任経営指導員

経営指導員研修生

補助員

　　　　　　　　　　　 

朝日町

射水市

商工会連合会

射水市

商工会連合会

商工会連合会

富山市八尾山田

射水市

富山市北

高岡市

小矢部市

高岡市

南砺市

　

南野　敏之

馬渕　　稔
小島登規子

勝原　隆彦
平井　　亨

松本麻利子

田代　忠之
坂井真由美
黒田　妙子
新原　貴子

河南　武夫
中山　顕治
西村　拓人

経営指導員研修生

主任経営指導員

補助員

事務局次長兼主席経営指導員

専門経営指導員

補助員

経営指導員

経営指導員研修生

補助員

記帳専任職員

主任経営指導員

補助員

補助員

新　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名
小矢部市商工会 

主任経営指導員

記帳専任職員

南砺市商工会 

経営指導員

記帳専任職員

　　　　　　　　　　　 

南砺市

射水市

高岡市

小矢部市

　

安達　　俊
寺田　仁志

大野　秀樹
中村　治美

主任経営指導員

補助員

経営指導員

記帳専任職員

新　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退職（２月２８日付）

　　　　　　　　　　　 

富山市八尾山田

小矢部市

南砺市

高岡市

富山市南

射水市

南砺市

　

中村美智則

柴田紀久雄

野原　基外

麻柄　知彦

赤井　伸子

島倉千賀子

藤田　節子

事務局長（嘱託）

事務局次長兼津沢支所長（嘱託）

利賀村事務所長（嘱託）

経営指導員研修生

補助員

補助員

補助員

　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名

新 旧 氏　名
＜ 出  向 ＞
朝日町商工会
再任用：事務局長兼経
営指導員（嘱託） 朝日町商工会 事務局長兼経営

指導員 木村　幸夫

経営指導員・下新川地
域商工会広域協議会兼
務

朝日町商工会 経営指導員 小林　光義

経営指導員・下新川地
域商工会広域協議会兼
務

朝日町商工会 経営指導員 南野　敏之

入善町商工会
主任経営指導員・下新
川地域商工会広域協議
会兼務

入善町商工会 主任経営指導員 田原　明人

経営指導員・下新川地
域商工会広域協議会兼
務

県商工会連合会 専門経営指導員 藤田　誠弘

下新川地域商工会広域協議会
経営指導員 宇奈月町商工会 経営指導員 水野　　弘

上市町商工会

事務局長兼主席経営指
導員 *（昇任） 富山市南商工会

事務局次長兼婦
中支部センター
長兼主席経営指
導員 *

中川　隆之

経営指導員 県商工会連合会 商工会指導員 藤井　　智
富山市南商工会
事務局次長兼婦中支部
センター長兼主任経営
指導員 *（昇任）

高岡市商工会 福岡支所長兼主
任経営指導員 * 坂本　重夫

経営指導員 射水市商工会 経営指導員 坂井真由美
経営指導員補（記帳専
任職員） 富山市南商工会 記帳専任職員 池口　泰子

補助員 富山市北商工会 補助員 檜木　純子
補助員 （新規採用） 黒川　博史
補助員 （新規採用） 吉本　裕美

富山市八尾山田商工会

経営指導員（昇任） 富山市八尾山田
商工会 補助員 藤澤　　貢

富山市北商工会

呉羽支所長兼主任経営
指導員（昇任） 富山市南商工会

大沢野支部セン
ター長心得兼主
任経営指導員

谷崎　達也

経営指導員 富山市北商工会 補助員 堀井　雅俊
補助員 県商工会連合会 補助員 久保美菜子
補助員 （新規採用） 川成　隆行

射水市商工会

事務局長（昇任） 射水市商工会 事務局次長兼主
席経営指導員 小林　　誠

主任経営指導員 富山市北商工会 呉羽支所長心得兼
主任経営指導員 宮本　　晃

主任経営指導員（昇任） 射水市商工会 経営指導員 田代　忠之
経営指導員（昇任） 県商工会連合会 経営指導員研修生 佐野　拓人
補助員 （新規採用） 五十嵐彩乃

平成 24 年 4 月 1 日付
新 旧 氏　名

高岡市商工会

事務局次長（昇任） 高岡市商工会
戸出支所長兼中
田支所長事務取
扱兼主席経営指
導員 *

片岡　美孝

主任経営指導員 射水市商工会 主任経営指導員 橋詰　　基
経営指導員 南砺市商工会 経営指導員 加賀見政和
経営指導員 小矢部市商工会 経営指導員 村　　美香
補助員 小矢部市商工会 補助員 山本久美子

小矢部市商工会
経営指導員 南砺市商工会 経営指導員 山田　哲雄
補助員 （新規採用） 山本　大樹

南砺市商工会
主査事務取扱事務局次
長兼福光事務所長 南砺市商工会 事務局次長兼福

光事務所長 辻　　精二

事務局次長兼福野事務
所長（昇任） 南砺市商工会 福野事務所長兼

主席経営指導員 斉藤　茂男

井波事務所長兼主任経
営指導員（昇任） 南砺市商工会

井波事務所長心
得兼主任経営指
導員

竹中　雅司

主任経営指導員 高岡市商工会 主任経営指導員 土井　　浩
経営指導員 富山市南商工会 経営指導員 舟木　正敏
補助員 （新規採用） 中嶋　一惠

県商工会連合会

広域指導課長兼主任商
工会指導員（昇任） 県商工会連合会

広域指導課長代
理兼主任専門経
営指導員

本多　光一

主任商工会指導員 * 上市町商工会 主任経営指導員 * 島尻　裕二
専門経営指導員 入善町商工会 経営指導員 竹屋　敏貴
専門経営指導員 （新規採用） 堀　　信昭
専門経営指導員 （新規採用） 池田貢三子
経営指導員研修生 （新規採用） 吉田郷太郎
補助員 （新規採用） 尾㟢　亜美

平成 24 年３月 31 日付
旧 氏　名

退　職 宇奈月町商工会 事務局長（嘱託） 太田　一久

退　職 射水市商工会 事務局長（嘱託） 堀田　豊和

退　職 上市町商工会 事務局長兼経営
指導員（嘱託） 牧野　博文

退　職 富山市南商工会 経営指導員（嘱
託） 森下　健蔵

退　職 富山市北商工会 特例経営指導員 山森　克朗

退　職 宇奈月町商工会 補助員（嘱託） 岡本　裕子

退　職 南砺市商工会 補助員（嘱託） 中井伊都子
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ふれあい青空市「やまだの案山子」

福野夜高祭

庄川木工まつり

越中八尾曳山祭

城端曳山祭

なりひら風の市

阿曾の市

津沢夜高祭り田楽行燈点燈式

風の盆ステ－ジ

第34回越中だいもん凧まつり

南砺いのくちヘラブナ釣り大会

相倉合掌集落春季ライトアップ

猿倉山フェスティバル

第１５回売比河鵜飼祭

5月　土曜・日曜・祝日

５／１（火）～２（水）

５／３（祝）～５（祝）

５／３（祝）

５／４（祝）～５（祝）

５／１２（土）

５／１２（土）

５／１２（土）

５／１２（土）･２６（土）

５／１９（土）～２０（日）

５／２０（日）＜予定＞

５／１７（木）～２０（日）

５／２７（日）＜予定＞

５／２７（日）

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

福野夜高祭連絡協議会

庄川町商工会

越中八尾観光協会

城端曳山会館

なりひら風の市実行委員会

小矢部市商工会津沢支所

小矢部市商工会津沢支所

越中八尾観光協会

射水市商工会大門支所

井口行政センター

五箇山観光総合案内所

大沢野観光協会

売比河鵜飼祭実行委員会

076-457-2333

0763-22-1120

0763-82-1155

076-454-5138

0763-62-2165

076-455-3181

0766-61-2356

0766-61-2356

076-454-5138

0766-52-3510

0763-64-2211

0763-66-2468

076-467-1963

076-465-2494

イベント名 開 催 日 お問合せ先

5 月月各地の

平成24年度「とやま起業未来塾」平成24年度「とやま起業未来塾」
●コ－ス名
　創業・新分野進出コース（定員15名程度）
　コミュニティビジネスコース（定員５名程度）
●受講期間　６月～11月　原則として土曜日の午後
●受講料　　３万円（交流会参加時は別途負担あり）
●募集締切　４月23日（月）必着
＜お問い合わせ・お申し込み先＞
㈶富山県新世紀産業機構
　とやま起業未来塾事務局（企画管理課内）
　　　　　　　　　　　　　 TEL 076－444－5601

塾生
募集

簡 単 で 便 利簡 単 で 便 利

「ネットde記帳」による
　　　　自計化を推進
「ネットde記帳」による
　　　　自計化を推進
「ネットde記帳」による
　　　　自計化を推進
　県商工会連合会では、商工会推奨の経理ソフト「ネットde
記帳」による会員事業所の自計化を推進しています。
　「ネットde記帳」は、インターネットで帳簿入力や集計がで
きる中小・小規模企業向けの会計システムです。利用される
方は、パソコンへのソフト導入や不測の事態への対応（デー
タ再現）など、面倒な作業から解放され、「簡単・便利」なのが
特徴です。また、自計をしたいが、パソコン操作や経理処理に
不安がある場合でもインターネット経由で商工会と情報共
有することも可能で商工会職員の財務改善等支援が受けら
れます。詳しくは最寄りの商工会にお問い合わせください。

協会けんぽ富山支部の
保険料率改定について
■変更時期：平成２４年３月分（４月納付分）から

健康保険料率

介護保険料率

平成２３年度

９．４４％
平成２4年度

９．９３％

平成２３年度

１．５１％
平成２4年度

1.55％

健康保険料率９．９３％のうち、加入者の皆様の医療
費等に充てられる基本保険料率５．９２％、後期高齢
者医療制度への支援金等に充てられる特定保険料率
４．０１％

４０歳から６４歳までの方（介護保険第２号被保険者）
は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。

お問い合わせ先■ 協会けんぽ富山支部
TEL０７６－４３１－６１５６（企画総務グループ）


